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【手続補正書】
【提出日】平成23年7月6日(2011.7.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】ＩＣカード、及びＩＣカードの制御方法
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、例えば、外部装置からのコマンドに応じて処理を行うＩＣカード、及びＩＣ
カードの制御方法に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　そこで、本発明の目的は、より利用者の利便性を向上させることができるＩＣカード、
及びＩＣカードの制御方法を提供することにある。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一実施形態としてのＩＣカードは、外部機器と無線通信によりデータの送受信
を行うＩＣカードであって、前記外部機器から無線により電力を受け取り、当該ＩＣカー
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ドの各部に電力を供給する電源部と、前記外部機器とデータの送受信を行う送受信部と、
前記送受信部により送受信するデータに対してそれぞれ異なる通信プロトコルにより信号
処理を施す複数の信号処理部と、前記送受信部により受信したデータに基づいて通信プロ
トコルを判定する判定部と、前記判定手段の判定結果に基づいて前記複数の信号処理部の
うちの１つを選択する選択部と、前記選択部により選択した信号処理部を用いて前記送受
信部によりデータの送受信を行うように制御する制御部と、を具備する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　この発明の一形態によれば、より利用者の利便性を向上させることができるＩＣカード
、及びＩＣカードの制御方法を提供することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部機器と無線通信によりデータの送受信を行うＩＣカードであって、
　前記外部機器から無線により電力を受け取り、当該ＩＣカードの各部に電力を供給する
電源部と、
　前記外部機器とデータの送受信を行う送受信部と、
　前記送受信部により送受信するデータに対してそれぞれ異なる通信プロトコルにより信
号処理を施す複数の信号処理部と、
　前記送受信部により受信したデータに基づいて通信プロトコルを判定する判定部と、
　前記判定手段の判定結果に基づいて前記複数の信号処理部のうちの１つを選択する選択
部と、
　前記選択部により選択した信号処理部を用いて前記送受信部によりデータの送受信を行
うように制御する制御部と、
　を具備することを特徴とするＩＣカード。
【請求項２】
　前記判定部により判定した通信プロトコルを示すプロトコル情報を格納する第１の記憶
部をさらに具備し、
　前記選択部は、前記第１の記憶部に記憶されているプロトコル情報を参照して選択する
信号処理部を決定することを特徴とする請求項１に記載のＩＣカード。
【請求項３】
　前記第１の記憶部は、前記電源部から電力を受け取っている状態でプロトコル情報の書
き換えを制限することを特徴とする請求項２に記載のＩＣカード。
【請求項４】
　前記第１の記憶部は、停止コマンドまたは解除コマンドを受信することにより当該ＩＣ
カードが停止状態である場合にプロトコル情報の書き換えの制限を解除することを特徴と
する請求項３に記載のＩＣカード。
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【請求項５】
　複数のアプリケーションと前記各アプリケーションの管理情報を記憶する第２の記憶部
をさらに具備し、
　前記第２の記憶部に記憶されている前記管理情報は、前記各通信プロトコル毎に前記ア
プリケーションの実行の可否を制限する情報を備えることを特徴とする請求項１に記載の
ＩＣカード。
【請求項６】
　前記制御部は、前記各通信プロトコル毎にチャネルを割り当て、各チャネル毎に処理を
実行することを特徴とする請求項１に記載のＩＣカード。
【請求項７】
　それぞれ異なる通信プロトコルにより信号処理を施す複数の信号処理部を具備し、外部
機器と無線通信によりデータの送受信を行うＩＣカードの制御方法であって、
　前記外部機器から受信したデータに基づいて通信プロトコルを判定し、
　前記判定結果に基づいて前記複数の信号処理部のうちの１つを選択し、
　前記選択した信号処理部を用いて前記外部機器とデータの送受信を行うように制御する
、
　ことを特徴とするＩＣカードの制御方法。
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